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1.　食 品に殺菌灯 を照射すると本来 の目的以 外に，食

品中の成分になんらかの影響 を及ぼすものと思われる。

今 回は ＶＣ量 と水分量に及ぼす影響について検討した。

2.　ナショナル殺菌灯GL －15  波 長2537 Å，距離１

ｍにおける殺菌線放射照度33  かw/c㎡ ）を用いて照射し

た。

vc　 の定量はインドフェ ノール法 と ヒド ラジ ン 法 と

を適時併用し た。水分は常法によっ た。

3.　(1)10種の疏菜に殺菌灯 を照射（距離2  m 照射時間

3hr ）し た結果, vc の安定性は食品の種類に よりか な

りの差 があ り，総Ｃ の3  ～28％が減 少し た。

（2)還元 型Ｃの減少が著し く，酸化 型Ｃは増加する。殺

菌灯照射 により還元型 Ｃは 酸化型 Ｃを経 て更にそれ以上

に 光酸化 か進行 するもの と思 われる。

(3冰 分量は照射群 と暗所放置群 とに殆んど差を生じ な

V 。ヽ

(4洛 種の包装を施し 照射（距離lm ，照射時間1 hr,

試料パ セy ）した場合光酸化はかな り防ぐこ とができ，

水分の蒸散防止にも効果的 であ る。


